
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品表示は消費者が商品を選ぶときに欠かせない情報です。 

遺伝子組換え表示制度の任意表示は２０２３年４月１日から新しい制度になります。遺伝子組み換え 
食品の表示はどのように変わるのでしょうか？ 
また、表示義務がないゲノム食品の今後についても最新の情報を学びます。 

 

問い合わせ先：center@coop-toren.or.jp（星野） 

 

主 催 ： 東京消費者団体連絡センター 

 

遺伝子組み換え食品の 

表示はどう変わる？ 
～消費者は表示を見て 

商品を選びたい！～ 

 

東京消費者団体連絡センター主催学習会 

２０２３.３．１（水） １３:３０～１５：0０ 

 

オンライン開催（Zoom） 

森田 満樹さん 
一般社団法人 Food Communication Compass事務局長 

消費生活コンサルタント 

 

講師 

１９８５年九州大学農学部食糧化学工学科卒業。食品会社研究所、民間研究機構勤務等を経

て、現在は科学的根拠に基づく情報を発信する消費者団体である一般社団法人 Food 

Communication Compass（略してフーコム）を運営し、食品安全、食品表示、消費者関

連について講演・執筆活動を行っている。著書：『新しい食品表示がわかる本―消費者と

「食」にかかわる人のための』（女子栄養大学出版部 2016） 

【申込方法】 

（１）下記申込フォーム または 右のQRコードから申し込み 

URL: https://forms.gle/tfNzP99HyLTH2wEf8 

（２）上記申込フォームにつながらない場合は、メール申し込み 

宛先：center@coop-toren.or.jp 

        件名：「３月１日 遺伝子組み換え食品の表示 学習会申込」 

        本文：①お名前②ふりがな③メールアドレス④連絡先電話番号⑤所属団体名（なしも可） 

【募集人数】 ５０名  

【参加費】  無料  

【締め切り】 ２月２２日（水）締切 

 

 

 

※お知らせいただいた個人情報は本企画に関する目的以外には使用しません。 

※開催日前日までに、会議コード(URL)と資料等を登録いただいたアドレスに送信します。 

また、通信環境の確認や設定については、各自でご対応いただきますようお願いします。 

 


